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１ 葉いもち感染好適条件の出現状況
５月29日に県内では今年初めて東海市で感染好適条件（●印）が出現し、６月13日に

広域的に出現しました。その後は広域的な出現はありませんが、７月中旬まで県内各地
で散発的に感染好適条件が出現しました（表１）。

２ 発生状況
７月上旬の巡回調査では、発病株率0.04％（前年0.23％、平年1.71％）と平年よりや

や少ない発生状況です。

３ 今後の見込み
週間天気予報によれば、向こう一週間（７月18日～24日）は、高気圧に覆われて晴れ

る日が多いですが、期間の中頃は上空の寒気や湿った気流の影響で雲が広がりやすいと
予測されています。

同じ地域で１週間以上の間隔をあけて感染好適条件が出現すると、二次感染により
葉いもちが拡大すると予測されます。また、今後感染好適条件が続くと、穂いもちが
発生する可能性が高くなるので、常発地など穂いもちが心配される地域では使用時期に
注意して、防除しましょう（表２）。

表１ 水稲いもち発生予測システムによる葉いもち感染好適日の推定結果
６月２５日～７月１６日

尾 張 西三河 東三河 中山間
日

愛 南 東 名 豊 岡 蒲 伊 豊 新 稲

付 知 古 良
西 多 海 屋 田 崎 郡 湖 橋 城 武

6/25 ７ ７ ● ８ ● ８ ８ ４ ５ ８ ６

6/26 － － － － － － － － － － ６

6/27 － － － － － － － － － － ５

6/28 － － － － － － － － － － －

6/29 － － － － － － － － － － －

6/30 － － － － － － － － － － ３

7/ 1 ３ － ８ － － － － ６ １ ５ －

7/ 2 － ６ ３ － ● ３ ● － ４ ６ ④

7/ 3 － － － ３ － － － － － － －

7/ 4 － － － － － ● ９ － － ８ ６

7/ 5 － － － － － － － － ７ － ７

7/ 6 － ３ ４ － ３ － ３ － ４ ● －

7/ 7 － － － ４ ６ － － － － － ６

7/ 8 － － － － － － － － － － ●

7/ 9 － － － － － － － － － － ５

7/10 － － － － － － － － － － －

7/11 － － － － － － － － － － －

7/12 － １ ４ － ２ － － － － － ３

7/13 － － － － ７ － ● － － １ ６

7/14 ② ２ ③ － ③ － － － － ３ ●

7/15 ４ － － － － － － － － ９ ２

7/16 － － － － － － － － － ２ －



表２ イネいもち病に対する主な防除薬剤

農薬の散布に当たっては、ラベルの表示事項を守るとともに、
他の作物や周辺環境への飛散防止に努めましょう。

●：好適条件（湿潤時間が長く気温も適当で、いもち病発生の好適条件が現れた）

④：準好適条件（湿潤時間は10時間以上であるが、湿潤時間中の平均気温が比較的低く、

その平均気温に必要な湿潤時間より短い）

③：準好適条件（湿潤時間は10時間以上であるが、湿潤時間中の平均気温が

15℃～25℃の範囲外）

②：準好適条件（湿潤時間は10時間以上であるが、前５日間の平均気温が25℃以上）

①：準好適条件（湿潤時間は10時間以上であるが、前５日間の平均気温が20℃未満）

数値：湿潤時間が10時間未満である湿潤時間数

－：好適条件なし（いもち病発生の好適条件が現れなかった）

農薬名

コラトップジャンボ

コラトップ粒剤5

イモチエース粒剤

オリブライト1キロ粒剤


